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申立人と相手方は、平成＊＊年＊＊月＊＊日に婚姻し、申立人住所地で同居し
ていました。仕事が忙しく、すれ違いの生活でしたが、それなりにうまくいっ
ていたと思います。しかし、相手方は家に帰ってこなくなり、理由を聞いても
、はっきりと言わず、もう夫婦としてやっていく自信がないといっています。
申立人は、やり直したいと思いますので、この申立をしました。
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